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ジェンダー学の最前線
家による規制が及びにくい領域でのジェンダー関係へ
の着目が促される。
第７章「ジェンダーと知識人」では、19世紀半ばか
ら現代までを大きく４つの時代に区分し、それぞれの
時代の社会的状況と関連づけながら、西洋の「ジェン
ダー理論」の展開についての知識社会学的考察が行わ
れる。
最後に、第８章「ジェンダー・ポリティクス」では、
個人生活から世界社会に至る様々なレベルでのジェン
ダー関係の持続と変化の実態が、利害関係や 運
ムーブメント
動 の
観点から論じられ、ジェンダー理論やジェンダー研究
がポリティクスに果たす役割の示唆で締めくくられ
る。
限られた紙幅の中で多様なジェンダー学の知見が見
事に集約され、随所に著者のオリジナルなアイデアが
盛り込まれている。初学者にも、研究者にも、有益な
一冊であろう。
 （たが・ふとし　関西大学准教授）
